
H柑年8月   王奉職血推進強憫月間  県下全ヰ   県民、団体（事業所専）   伝搬媒体の活用等により敲血思葬の書及啓発季回るとともに・鱒城献血会や龍一  
壌≠血の積鍾的な開催を呼びかける。   87団体（事義帝書）に文雷で献血協力を依頼  

永年にわたり軟血連動専に功績のあった団体専を闊彰し、関係書の鳶職のホ綿  
兵庫欄  H19年11月5日  兵庫県劇血軌労感謝のつどい  県公館   県民、受賞者等  を図るとともに、血液事業についモのれ長の理解を深めるため、⇔血医療に関す る体験尭嚢専を行う 

。   

H柑年12月－  年末年始朋血推進強調欄間  県下全域   県民、虚体（事業所専）   広輪媒体の活用等により献血思せの暮及書舞を図るとともに、地ヰ欺血食や書  血液センター共催  
20年1月  墟献血の積機的な開催を呼びかける。   l調団体（事義所讐〉に文書で献血協力を依嬢   

日用年1■1月   18鐘の献血キャンペーン  県立高校15噸   県立高校3年生約3万人   
を配付し、職血ルームや≠血′くスでの攣加を呼びかけたた。   
昔年膚葡血推進のため、れ、数▼李■会の協力を得て、県立高牧全3年生に キャンペーンチラシ（内容・・・アン′くンマンのエキス、ルーム地臥欺血基準など）   18■の＃ヰ書数は平成Ii年度11月一声月…人、柑 年度はgj3人．  

献血ルームや血′くス、・DMなどでさ■を嘉▲。Jl年絹一之0年2月で危機的在  
H柑年4月～  プラス1献血クラブ」1YO（；0－  献血ルーム・移動会場  メール会員  ヰ晴など3回メール送付。  人）。  

鱒四眞補鱒事義 欺血応諾数lま3叩人。  

H19年11月－29年3 月  栄養相瑚の実施   ミント神戸献血ル」ムこ  駄血事加古  兵庫県栄雷土嚢とタイアップし、・埴月一日ミントノームで兵乱また、3月姫路  
献血バスで3回≠施。  

始蕗t内移勤会場  など  
20年d鼻末現在で実施、引人参加，  

※町井補助事暮  

献血●加肴   ヒューマンアカデミー神戸挟撃生による。水・木血日．   之0年2月来観在で、   
兵す凧赤十字  （女性限定）   ※国庫禰鱒事纂   73周集施ご738人事れ  

H18年○月－20年3  スポーツマッサ⊥ジ   ミシト神戸献血ルTム   欺血書 ヒューマンアカデミー神戸校＃生による。金曜日。   20年之月末現鐘で、  
月  ※国正補助事暮   糾匝★臥85．9人●加．  

日  H19年8月18日．柑  ．  陀4時間テレビ』献血車ャンベー ン  アマドゥ（尼岬ショツビングセンター）  24晴間テレビ来場毛、買い物客  i一時間テレビ放遥月に合わせ高校きボランティアとキャンペーンした。   2日間で受付柑3人一棟血相人（ヰ∝嘩85％）  

平成19年4月－7月  Fかノックス』駄血キャンペーン  スカイマークスタジアム   野嘩観戦者   オリックス球団とタイアップしi球場内でもオーロラビジュシ寧どで歓血呼び洲ナい  
ただいた。昔年1中心。   

H19年8月2日．8月 3  血液センター親子見学会  血液センター   小筆生の児童及び父兄   若年欄（主として小学生）ぺの献血息サー及衰勤。  
日  ※匹丑補助事暮   

28間で児t一父兄如8人が蓼加。 
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H19，4．1・－H柑．6．15  

（募▲）  献血運動啓儀ポスター＃集  ・県内へ広報し、募▲  県内在住・在学・在勤の方   広く県民に献血についての理解を深め、献血運動推進のPRに役立てるために実  応募135 作品  

H19．7．31（表彰式）  
施。   うち、特選1点・入選4点について褒彰  

各市町村の街頭においt献血啓発運勤を実施し、献血思想の書及書尭並びに  

H柑．7．1～H19．8，31  愛の血液助け合い運動 （街頭献血キャンペーン）．  県内市町村   県 民  血液が不足する王期において安全な血液製剤を安定的に傷給するため、献血書  
の確保を図る。   （敲血書数：1．521人）  

H19．7．31   献血功績者表彰式   県 庁   献血に功績のあった書を表彰  献血に対する県民の理解を深め、献血連動を推進するため、駄血に功積のあつ た者を養彰する 
兼良県  。   

③「献血運勤啓発ポスター」入賞書喪彰：5名  

①H柑．8．2－Hlg 
8．8   

県内大型スーパー2店舗内  
献血運動啓発ポスター入賞作   ①ダイヤモンドシティ・アルル  「献血運動啓発ポスター」入賞作品（1  幅広い年齢層の優秀作晶を展示することにより、広く県民各層に献血運動をPR  「軟血運動啓発ポスター」特遭1点・入選4点・、佳作14  

②H19．8．20～H19．  ②奈良ファミリー  9点）   し献血に対する理解と協力を求めること目的とする。   点をよ示  
9．2   

各市町村の街吼こおいて軟血啓発運勤を実施し、新たに成人式を迎える「はた  

県 民  ち」の著者を中心として広く県民各属に職血に関する理解と協力を求めご葡血書  
H20．1．1～H20．乙29  はたちの献血キャンペーン （街頭歓血キャンペーン）  県内市町村  が減少しがちな冬期における安全な血液製剤の安定的供給のため、駄血書の確 保を図る。   

平成19年7月1日 －31日  愛の血液助け合い運動キヤン ペ 県民   人の多く▲まる嶋所において街耳管発を実施することにより、献血に対する理解 を深めてもらこ目的と 
ーン   うキをてる。   

平成19年7月24日  献血運『功労者に対する表彰 及び状の相星  県庁知事室   献血運動功労者   慨血運動功労者に対する厚生労働大臣表彰状、感謝状及び県知事感謝状を 贈呈し顕彰することにより 
感謝  、献血運動の継続的な発よを昌的とする。   ・知事感謝状7団体  

平成19年7月22日  海の日イベントにおける献血  海の日イベント会場（和歌山港周辺）  若年膚を中心に鳩山、年代   若者や書換連れが多く集まるイベント会場において啓発及び心血を★施するのこ とにより、献血に対する理解を深めてもらうことを目的とする。  血液センター主催  

平成20年1月1日 －2月2g8  はたちの献血キャンペーン  県内各地   新成人   成人式食欄において、警乗／くンフレツト専の配布を行うことにより、新成人に厳血  
和歌山県  に対する理解を深めてもらうことを目的とする。  

平成19年5月17日  ・応募総数119点  

－9月11日（暮集）  献血推進ポスターコンクール  和歌山県自治会館   
県内の高校生を対生にポスターコンクールを実施し、参加型啓発とじて献血に   ・tt秀賞1点  

献血推進ポスターコンクール入賞者  
（表彰式）  

・優秀賞8点  

・入選10点  

平成20年3月15日 －28日  春の献血キャンペーン   県内全域（15秒テレビスポット放送、 45  若年斤を中心とした一般県民  日本赤十字社が実施する書の献血キヤンペーシに併せて昔年層を中心に、献血への協 力を呼びかけることにより 
回）  、♯血に対する理解を深めてもらうことを目的とする．  

平成19年4月1日  
ー平成20年3月31  高校生、教員   高校文化祭軋こおいて、献血ヰを配覆し、さ発リーフレット、啓発物昂電価によ り 

日   、概血及び啓発を行った。   
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H柑．8．30  街頭献血キヤン  ジャスコ■取北店倉吉／く－フルタウ  県下3地区で蔦枚生ボランティアの蓼加・協力を得て、研修会や街頭でめ呼びか  
H柑．7．丁  ン米子駅前サティー   けを行うなど、血液センターが行う街餌れ血を体験させた。′ 

保健所、市町村及び血液センターで欺血権道縫義旗をヰ成し、各企義・団体等へ  
れ取県  H18．7－8  献血推奨班編  各企業・団体  申巡回断簡を行い、職血べの理解と協力を羊蹄するとともに新規事▲所の開拓  

を行った。   

王休みを利用して、施設・献血書の施設見事を行うとともに研♯食を行い、献血  
H柑．8．2～5  親子見学会   血液センター専   小中学生の親子  への理解を深めていただいた。また、朋引こは、講濱やクイズなどのイベントを  

行った。   

、ノ   
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H19．4．1一一5．31  

H19．4．28（オー7－こンゲ  若年層を中心とした県民   県学生献血推進連盟主催により若年層を中心とした県民に書における不足する  
イヘ‘ント）   

時期の血液確保のため∴献血祖呼びかけた。   献血有数lら1人であった。  

寄贈者 ゴールデンウィーク中の血液の安定的確保を目的として、みどりの日に合わせ、  
H19，5．2  鉢花贈呈式   岡山県赤十字血液センター   岡山県インドアグリーン協会  同協会より鉢花を寄贈いただき、当日、いただいた鉢花を献血書にプレゼントし たこ   

た。  

H19．6．14  世界鮮血舌デー   血液センター・献血ルーム・移動献血  献血者   8月14日の世界献血者デーを記念して、当日の全欺血会場において、献血者の  血液センターー主催  
会場  方に「けんけつちやん携帯マスコット」をプレゼントした。   駄血書の方にたいへん好評であった。  

H19，8．28（オーナニンゲ   全国的には7月の1か月間の実施とされている「愛の血液助lナ合い運動」を7月  血液センター共催  

イヘ●ント）  岡山県愛の血液助け合い運動  岡山県赤十字血液センター   県民  から8月の2か月間とし、工場の血液不足の解消に努めた。   「王場の欺血書確割といラ白樺のもと、県・市町朴  
また、オープニングイベントとしてキャラバン隊を編成し、献血協力団体を訪問し、  血液センター専関係機闇が一丸となって推進してお  

（月間）  協力を呼びかけた。   リ、その成果は十分眩められる。  

H19，7．7   七夕献血キャンペーン   イトーヨーカドー岡山店   若年層を中心とした県民   県学生献血推進連盟主催により若年層を中心とした県民に王における不足する  
時期の血液確保のため、献血を呼びかけた。   献血者数97人であった。  

H柑，8．い一日19．8．3 H19 小芋校5・6年生  将来の献血者として、輸血医療を支えていただける小学生に、親子で献血や血液  
．8．7－H19．8．10   保護者  

について、如拙や興味をもっていただくと共に親しんでいただくことで献血思想の  
書及を蔽った。   （保雄者を含む）の●加があった。  

献血に功労のあった団体・個人に対して、厚生労働大臣表彰・感謝状の伝達並び  
H柑．臥9   献血感謝のつどい   ピュアリティまきぴ   厚生労働大臣表彰状嘗受暮者他   に知事・日本赤十字社県支部曇及び血液センター所長感謝状を贈呈するととも、  

に、記念講濱を行った．   に、記念講漬を開催し、献血に対する理解を深めた。  
岡山県  

血液センター主催  
アジア諸国の血液事業向上に賞するため、ベトナム赤十字社の研♯生の受入れ   来岡した研♯生はベトナム赤十字社の医師で、主に  
をおこなった。   「献血者の募■」について、岡山センターで研鯵をおこ  

なった。  

H19．10．29－  
H柑．10，30   職血推進班体との意見交換虐  メル／りレク岡山   中田・四国地区ライオンズクラブ 中田・四国地区献血推進趨当職■  献血推進団体の中心的＃在であるライオンズクラブの各リーダーの方々を招き、 献血へのより－∬の郡と協力を筆托し、相互の遺構酎ヒを図るため、血液セン タ一輪■と意見文換をおこなった 

。   への理解と協力をお願いした。  

H18．12．1～12，Z5  クリスマス献血キャンペーン  イオンモール倉敷他   昔年∬を中心とした県民   県学生敲血推虚蓮見主紺＝より若年層雪中心としたれ民に冬における不足する  
時期の血液確保のため、敵血を呼びかけた。   飲血書数232人であった，  

血液センター共催  
はたちの献血キャンペーンオー   献血者が減少しがちな冬期において安全な血液製剤を安定的に確保するため、   周山県≠生献血細連盟の学生代轟書に1日所長を  

H20．l．9  岡山県赤十字血液センター   県民各層  新たに成人式を迎える「ほたち」の若者を中心として、広く県民各層に射し献血忍  任命するための「1日所長」委嘱式を行い、施設内積  
嘱式  望の書及を適うた。   禦嵐報道機関及び飲血食■を坊間して、欺血べの  

理解と協力を訴えた。  

H20，2．3   サンクスドナーAED  岡山赤十字病院   複数回献血金員   日頃、積種鱒に駄血に協力していただいている方々を対象に、鱒命数熟の講義と 心肺蘇生法の講習をおこない 
（AED講習会）  、赤十字運動への●加推進を空った。   けた。  

血液センター主催  
若年層を中心に幅広い年代から献血に関する俳句の公募を行い、「献血」を通し  

H20．3．】6   いのちと献血俳句コンテスト  岡山県赤十字血液センター  
（授賞式）   若年層を中心に幅広い年代  て支えられる「生命」に舌織を向けさせるとともに献血語れの毛暮理解・響及の機  

会を創出することを目的とした。  作品に対し、岡山センター所長賞を、8団体に対し同  
団体賞を贈呈した。   
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Hl0．ヰ．1・－8．柑   県内全域   中・蔦校生   応募総数之74名（中学生2引名．書抜生田名）   血液センター共催 
（募集）  献血推進ポスター募集  tt霧儀1点，t露賞5点．佳作10点玉出   零年■↑申覿血書舞  

H19、8．t2■－   厳血に行こうキャンペーン葬儀  献血ルーム   全れ民   5回のイベント時期を設定し．テーマにちなんだ記念品壷廿員ナるなどで献血書の獲得を  ヰ液センター重傷  

H20．3．1ヰ  回る 複数回牡ヰ促進  

H19．7．トー7．31  愛の血液助け合い運動   県内全域   全民   最丘事掲示．ポスター配布．広報誌，ホームページ書による広報着勤実施，k血ルーム  
椚で傭血呼びかけ（丁／l）   肘障的な年間献血書の確保  

H．19．7．27   広■れ献血推進大食   三・「：1＝   厳血功労者  献血功労団体事象彰  
行政・医■関係者  献血推遭ポスター事叢書秀作品濃彰   同上  

小学生・保牲肴   スライド学習．血液センター見学．れ血クイズ   血液センター共僧  
広島れ  H】9．丁．31・－8．2  血液センター見掌会  血液センター          「なるほど献血教皇J共催  蓼加書2鵬（こども138名．保且書92名）   若年書及び保檀替唇弁  

H，Ⅷ．9，22   広■県輸血懇話会後援   KKR広■   匡正関係書   血液製鋼のi正使用の権道についての鱗漬会  血液センター共催  
出席雷110名  ■正使用の促遭  

H柑．10 献血推進担当者会嬢   保膿環壇センタ⊥   市町担当書  鱒動鍬血針町の繁定   血液センター共≠ 
■保健所担当者  同左  

ポスタT配布・穐示チラシ作成及び成人式でE布 割こよる広  

H20．†．い－2．29  はたぢの献血キャンペーン   れ内全域   全れ民  れ広報‡報  血液センター共儀  
街頂＃血（1／○）  

若年■への札血管舞  

H2ロ，】．1－1．31  虚l■血液集村瞳用状況鱒董  れ内全墟   血液製剤の使用tが多い上位100医療  血液センター共催  
牡隕 ■正せ用の促遭   
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H柑．7．7・－H19．8．25  平成19年度「愛の血液助け合   
い運動J  14か所（デパート等街四散血場所）  県民   

高校生鞘のボランティアの協力を得て∴献血イベントを実施することl；より、れ血  血液センター共催  
強調月間献血イベント  

への蓼加を呼びかける。   ・献血車1086人  

・学校を通じて中学生・高校生に募▲   
H1953ローH19920  献血ポスター・作文募集  県内学校の中筆生・纂校生   これからの献血を掩う中学生・幕校生に対する献血思想の醸成を目的として実  ・ポスター168点  
H19．12．20（表彰式）  施。   ・作文 120点  

H20．1．3】   
山口県  輸血用法委員会合同会犠  県庁会識室   県内の血液製剤使用の100医療職 （節 間臣・検壬技師専）   

H20，1，19■－H20．2．23  はたちの献血キャンペーン  10か所（デパート等街頭獣血場所）  若者を中心とした県民   高校生専のボランティアの協力を得て、献血イベントを実施することにより．献血  
への♯加を呼びかける。   ・献血者714人  

山口市内の高校8年生   高校卒薫を契機として献血を体験してもらうため、期間中献血ル⊥ムでの敲血を  H20．3．2・｝H20．3．31  高嶺卒業妃念献血キヤンベー ン  山口県赤十字血液センター  学校雇通じて呼びかける。   書抜8年生の多くは00OmL概血が可能となる。   

H19．7．之3～8．3  小学生親子血液センター見学   山口県赤十字血液センター   
体験教主  

県内の小学生（5・6年生）び保護者  血液の大切さを学び、将来の献血の推進につなげる   ・攣加薯約200人  

通年   小学生零を対魚とした「献血出  
椚講座」   県内の小筆校   れ内の小筆生（5・8年生）   血慮の大切さを学び．将来の献血の推進につなげる   平成19年度聞催（鯵加軋帖00人）20校訪間  

H19．7．7～7，8  七夕獣血   2カ所（街旗職血）   県民   山口県学生職血推進協雑食ボランティアの協力を得て、献血への●加を呼びか  
ける。   

山口県赤十字  Rod×■m08 2007   山口県赤十字血液センター   県民、FMラジオ視聴者   F山ラジオの番組と連携し、献血キャンペーンをよ間   マスメディアを活用した尊慮  
血液センター  

H19．12．1－12．之5  全凰学生クリスマえ献血キヤン べ⊥フ  3か所（デパート専街改軟血場所）  著者を中心とした県民   学生献血ボランティアが、‘若年わへの献血への協力を呼びも、け   ・受付書271人  
ン200  ・覿血書卑15人  

H20，2，10－HZO．2．14  バレンタイン献血   県内   県民   献血者ヘバレンタインチョコのプレゼントをし献血を呼びかけ   ・固定好投：畝血協力者射場  
・移『採血ヰ：敵血協力書607名  

H20．3．1■－H20．3．7  ひな集り献血キャンペーン  山口県赤十字血液センター・欺血 ーム  県民   
ル  献血書へ艶あられをプレゼントし献血を呼びかけ ・固定施設：献血協力肴朗唱 

血液センター・共催  
平成19年7月13日   

献血推進ポスター募集  県内の中学校 高等学校に募よ要項  中辛生・高校生   
献血推進ポスター作成を通じて、献血に関心を持っていただくと同時に、献血に   77枚の応募作晶から」選書象で1 

期間）  

関する正しい知ヰを得る機会とする。   ルームで人気投礪を実施し、■t秀作晶を啓儀用冊 
子の轟はに活用した。  

若年肝を対■に、献血思想の瞥及啓発、複数回麒血書の確保、血液不足傾向が  
徳島県  平成19年7月1・－  10代－20代の昔年膚  

平成20年3月31日  献血メイト20 見られる時期の血液確保対策を図ることをヨ的とし、友人、知人と誘い合わせ て．400mし欺血、若しくは成分職血に協力していただいた、18■から29▲まで  
の方に紀食品を旛iする。   

地元サッか－チーム「徳島ヴォルティス」のフアン感謝祭の会場におし予て、献血書  

平成19年12月2日  徳島ヴォルティスフアン感謝祭  徳島県坤門市（鳴門・大塚スポーツ バークアミノバリューホール椚広場）  若年層を中心に幅広い世代  発／くネルを農示し、来場者に献血を呼びかけた。また、≠血た協力していただい た方には、徳島ヴォルティスと連携し作製したオリジナルグッズを妃食品として贈  
呈した。   
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地元女子バレーボールクラフチームの選手に1日所長を手嘱し、献血キヤンベー  
H19．7．1   1日血液センター所長   高松市商店街   県民  ン及び街頭献血を実施。t翳音楽陣の漬★や曹黄点の配布専を行い、献血への  

協力呼びかけをした。   

H柑．7．2l   腋校生街且献血キャンペーン  ゆめタウン高松   右横生   ホ校生献血ボランティアに献血に関する学習をしてもらった後 店内で献血への  血液センター共催  
H20．1．26  宇多津ビブレ  協力呼びかけを実施。あわせて街頭♯血も行った。   ぺ1之削絹の応募があっ窄。  

Hl0．8．2   書川県献血運動推進大会  県社会権祉総合センター   県民   厚生労働大臣喪彰状・感謝状零の伝遭を行った。また、ボランティアに関する特  
別講漬もよ施。 

H柑．8．6・－8，8  小学生親子血液センター見学 教主（新規）  香川県赤十字血液センター   小学4－6年生親子   献血に関する学習会を開催し、麒血の大切さを学んでもらった。また、血液セン タ「施設内の見学も稟施。  血液センター主催 スライドやビデオを使って政明をすることでより■体的 に♯血めこと 
を知っても 

寺川県  

H19．8．18   学生献血推進協犠金主催キヤ ンベーン・ 学生献血推進協嬢会   王場の血液不足に対応するため、大学生献血ボランティアが街叫キャンペーンを 実施。  血液センタ⊥主催 
事托の書尭もできた。  

H用．10■一H19．12  覿血出前講座（新規）   各小学校   小学4－8年生   希望のあった小学校に血液センター職員が出向き、学校の授真の－環として、麒 血に間する益機知龍の啓発を真施 
。   に♯血のことを知うてもらうことができた．  

H柑，12，22 クリス寸ス献血キヤンベニン  ゆめタウン高松   学生敲血推進協議会   冬場の血液不足に対応十色ため・、大事生献血ボランテげが街頭キャンペーンを 集施i献血協力書↑はクリスマスケーキをプレゼントした 
。   暮■の瞥集もできた。  

若年■が多く■まるプロパスケッ〔ポール如－グ¢鱒合食鶴において、献血グッ  
H28．1．27   飲血PR（b〃「グ）   高松市総合体▼館   県民  ズやり「フレヅトを配布。また献血クイズやぐるぐる／くット＆ドリブルシュートなど乗  

場辛が●加で卓るイベントを集札   ちを中心に、■事くの人に敲血のPRができた。   

愛嬢県】  

若年層への献血雷及の一環として、r生の血乳抑ナ合い運勧」期間中である王事  

小筆生親子血液セシター見学  小学校4年－6年生の H19．7．30■一日用．8．a   体験教雇   大衡遭職血ルーム  焦鱒書  し、血液のはたらきや血液センターの役割を理解していただきこ麒血に興味をもっ  加書を募集した。  
松山赤十字ホ院  ていただくとともた、小学生の夏休みの椙環（自由研究専）を応援することをヨ的  

三・‥  とする。  したJT  

象印でよ開している「愛の血液助け合い運動」の一旗と 
H†9，8．31   平成19年度えひめ献血感謝の つどい  いよてつ高■19階ローズホール  れ民   に感じてもらうと共に健鷹泊人からの善意の献血の必手性について理解を求め、  

県民総ぐるみ献血運動の一層の推進を図ることを目．的とする。   ベント専を行い、約150名のれ民が●加した。   
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血液センター共催  

平成19年7月1日  愛の血溝助け合い運動」月間  高知県高知市   県民   献血ルームのPRと成分献血■400mL献血への協力を呼びかけるため、中央公   受付肴勧：87人 200mL：8人  
（日）   キャンペーン   中央公園北口  すにおいてキャンペーンを実施し、夏場の血液の確保と啓発lこ努めた。  400nlL：50人  

不壬：29人  

血液センター主催、県後援  

平成19年9月2日  中国四題字生統一献血キヤン  高知県高知市   県民   学生献血推進協繊会が中心となって、キャンペーンを行い．広く一般の方々に献   受付音数ニ82人  
（土）   ペーン   中央公薗北口  血に協力していただき、暮壌の血液確保に努めた。   400mL：30人  

不遇：20人  

血液センター主催」県後援  
23日  

受付奇数：116人  
200m」：29人  
400mL：51人  

高知県  平成19年12月23  全国学生ケノスマス軌血キヤン  高知県高知市   県民   12月に学生主体のキャンペーンを行い、冬場の血液確保と、若年層への献血へ       不遭：88人  
日く日）、24日（月）  ベーゾ07   中央公園北口  の理解・協力を促すとともに活勧の輪を広げることを目標lこ行った。  

封眉  
受付書数：108人  
200nlL：80人  
400mし：44人  
不適：34人  

血液セシター共催  
平成20年1月†4日  策32匡けはたちの献血」キヤン  高知県高知市■   1月14日（成人の日）に、赤十字奉仕団や学生ボランティアの協力をいただいき、  

（月）   ベーン   イオンモール幕知嘲コート  県民  イオ、モールホ虻でキ、ぺ◆、を実施し知事を先頭に若年層中心とする県  
民の皆様に献血への協力を呼びかけた．   400mL：88人  

不壬：27人  

血液センター主催  

平成20年2月11日 （月  バレンタイン＃血キャンペーン  高知県高知市 中公北口   県民   
）  央園  学生ボランティア主催でのキヤンベニンを行い、400m」麒血への協力に努め た。   受付書数：68人 200mL：17人 400 

－¶」：81人 

不遇：20人   
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19．8．T6－6．17  緒岡・北九州学塵リーダー研修  八女郡よ木町   様岡学生職血推進協糧食   新入生を迎え、献血への理解を深めるとともに両団体学生の交流と今後の≠血  血液センタ丁主催  
会 北れ州掌生欺血推進連盟   推進活勤への意見文換を行った。  

19．8．30  北九州学生献血推進肇盟サ マ 
ーキャンペーン  若年層を中心に相加＼年代   畢生ボランティアが企画し、工期血液檀保のためイベント、コンサート専を催し二  

19．8．31  ≠多献血王祭り   JR†専多駅前中央広場  職血協力の呼びかけを行った。   

19．＝．6   LC38丁由際協会複合地区献血  福阿市   LC83丁椎台地区三載委員、九州プロツ  しC献血委人の方々は1年任期で交代されるので、血液事業人の理解を深ていた  血液センター主催  
委Åヰ椿食練  ク血液センター担当職▲   だくとともに、今乱さらなるご支援をお月しlした。  

福岡県  19．1乙22   会田学生クリスマス献血キヤン  JR≠多駅前中央広也   苛年膚を中心に幅広い年代  学生ボランティアが企画し、年末ヰ始血液確保のため、イベントJコンサート尊を  血液センタ丁主催  
柑．12．23   ベーン   ショッバーズモールなかま  催し、献血協力の呼びかけを行った。  

ZO，1．14   はたちの僻血   JR†書多駅前中央広場   福岡畢生麒血推進協議会  学生ボランティアが企召し、冬期血液確保のためイベント、コンサート専を催し、  血液センター主催  
ザ・モー／レ小倉   北九州畢生献血推進道盟   献血協力の呼びかけを行った。  

20．3．8   複数回献血「感謝のつどいJ  福岡ド⊥ム   固定施設の献血協力者   複数回厳血書の媚加と献血協力者の底辺拡大を目的として、元橿岡ソフトバンク  
ホ「クス球団選手によるスポーツと儀★についての講漬会。   

サウナ健庫の日街環職血  JR博多駅加中央広場   一般   サウナ■ス′鴨食加盟料こよ争献血協力と献血の呼びかけ。   血液センター主催   

賀県】  

・血推進瞳加8附三射す阜感謝状讐の伝達・醜i  
躍革労坤大昏裁彰状く2団体）  

平成】9年7月29日  欺血王葬り ＼   佐賀県赤十字血液センター   ーね  厚隼労鱒大学感卿租咽体）  血液センター共催  
儀賞農卿事感嘲状．（4団体） 887人の来場肴と1帽人の欺血書∴  

・地元早ユ干ジシャシによるライブステージ  
・欺血卜丁ク、クイズニ 

平成1さ年7月1！咽  サマー献血キャンペーン  ゆめタウン佐賀（佐賀市）   ⊥般   学手職血推進手鼻劉こよるショツビングタウンでの敲血  
緻血書にジュ－ス、お圭子、風船R布   

血液センター主催  
一般の1い物客86人の献血  

佐賀県  平成19年12月15 日、18日  クリスマス献血キャンペーン  ゆめタウン佐東（佐賀市）   一般   
学生献血推進李1食によるショッビングタウンでの献血  
ミュージシャシによるライブ、J2サガン▲栖選手の撞手金、献血クイズ   血液センター主催  

・地元ミュージシャンによるライブステージ、キャンペーンソング発よ 

平成20年2月17ヨ  はたちの献血キャンペーンイベ  ゆめタウン佐賀（佐賀市）   一般   ・地元ダンスチームによるダンスパフォーマシス   血液センター共催  
・献血クイズ、啓発品の電布専  一般の冗い物事98名の≠血  
・敲血′くろでの献血  

平成20年1月5日－ 2月29日  はたちの僻血映画館CM放送  イオンシネマ佐東大和（佐賀市）  一般   けんけつちやんを用いた職血管尭CM   血液センター共催 

平成20年2月2日～ 之28日  はたちの敲血映画館CM放送  109シネマズ佐賀（佐★市）   月  一般  著書向けの献血警乗CM   血液センター共催   
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H柑．5．2⊆I一日柑．9．14  
県内の中畢生及び高校生を対たに、献血推進に関するポスターの公募を行い、  

（応募）   献血推進ポスター募集  県内の中学校及び高校に応募を依頼  中学生、高校生  輸血筐療を支える献血の必蔓性についての意艶蔦綿を図り、血液製剤の供紺こ  
支障をきたさない社会を目指すことを目的とする。   

H柑．7，1   サマーイベント2007   ジャス三大堵店   若者を中心とした幅広い年代  移勤僻血書において献血を実施し、献血者の増加を促す。   血液センター主催  

甘柑．7．！5   サマーイベント「あつかばってん 57  凝血ルーム「はまのまち」   若年層を中心に幅広い年代   夏場の献血者確保対策として学生ボランティアを中心に街環での献血の呼びか  
献血ば200」  け等を行う。   

H柑．7．7   血液センター「一日所畏」行事  ホテルサンルート佐世保、四ケ町アー ケード  若年層を中心に幡広い年代   7月の「愛の血液助け合い運動」月間行事として、2名の方に血液センタートロ 所長」を委嘱し、献血の呼びかけ専を行う。  血液センター主催  

厚生労働大臣表彰状・¢謝状受賞  

H19．7，27   第7同量崎県献血感綿の▲い  ウエルシティ長崎  書、長峰県知事感謝状受賞者、日本   
赤十字社有功暮専受賞i、日本赤十  
字社長崎県支部感謝状受賞者   

長崎欄  
H19、12．8・－9（長崎  

市）   全匹クリスマス献血キヤンベー  若年層を中心に幅広い年代   全凰的なキャンペーンのイベントとして実施している。若年層の献血の輪を広げる  血液センター主催  
ン   献血ルーム「西海J  こと及び冬季における血液の安定確保を目的とし、献血の書及曹尭を行つ。  

市）  

H20．1．13   成人の日献血   献血ルーム「西海」   若年層を中心に幅広い年代   新たに成人式を迎える「はたち」の著者を中心に、00OmL職血及び成分獣血の推  進を図ることを目的とて、献血の呼びかけを行う。   

H19．1．10   はたちの献血キーンベーン  長崎大学文教町キャンパス   大学生中心   「はたちの献血キャンペーン」期Ⅶ中のイベントとして、長崎大学に移動献血ヰを  
配車し、‘ニ十tを迎える大学生を中心に献血の実施とPRを行なう；   

H19，1．‖   はたちの献血キャンペーン  長崎国帝大学キャンパス   大学生中心   rはたちの献血キャンペーン」期間中のイベントとし七、畏峰大学に移動献血事を  
配離し、ニ十▲を準える大学生を中心に僻血の実施とPRを行なう。   

冬の献血者確保対策キヤン 
ペーン   

定施設において献血への協力を呼びかける。   H20．2．28～3．l   3日間のキャンペーン期間中、川00人の献血者の確保を目標に散血／くス及び固  血液センター共催 －  
血ばtO8」   
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年間（6か所×1遇 仰）  移動献血ギャラリー   繁事街、大型店舗専の書示スペース  一般   ／くネル専をよ示して400mし∬血や成分撤血の玉葉性並びに血瀞こ関する正し  
い知龍を県民各■に広げることを目的とする  

愛の血液助け合い  
運動月間、はたちの 職血キャンペーン期  繁華街の大型ビジョン   一般   愛の血液助け合い運勤月間やはたちのれ血キャンペーン期間を中心に啓発フイ  

ルムを上映して、著書を中心としたれ長鳥膚に広く啓発することを8的とする。 

熊本県  Ⅶ   

H柑．12．2  一般   学生献血推進ボランティアにより、全四的な麒血キャンペーンであることを周知  
学生グノスマネ街環キヤンベー ン  献中ルーム前  し、敵中協力を呼びかける．   

H之0．1．川   はたちの献血街頭キャンペーン  献血ルーム椚   一般   
謂毘鵠誓蒜謂！こより二細的な献血キャンペーンであゎを桐  鴎液センター主催  

Hほら．之1   保健所・市町村献血担当主管   大分県赤十字血液センタ丁   保健所・市町村M当課曇尊    前年如献血状況及び当職年度の♯血目標を脱明し挿町村の取り舶を促血液センター共催 す。  
課長華謙  

H19．7．2   「愛の血凛助け合い運軌街頭   大分市トキハ子′く」ト納   
広報  ≠民  仙協力の細広報を削＼血わー如ちわはポ恒トティッシュを研←た。浩呈諾‾共催  

雷管禁㌍芳㌫妄空こ認駅き深遠監諾富設課つ 
H19，8．30－H19．7．1  大分県学生献血サボ⊥ター  九石ドーム、中津市、声分市   県民 章孟㌫弘3榊加 た 

。  

H柑，7．24   芸蓋雲似声挑掛甜状  れ庁   受井団体  献血功如件の大臣桃状・甜状筆井出体べ、短牡保鱒粗から伝道したこ義彰緻1由体、細状て臼岬  

H川．11．3   献血功労団体知事表彰  －’  県庁   受賞団闇  文化の日に、献血功労錮を珊♯臥た巨  1帥 

大分県  
H19．12．18   学生クリスマス献血キヤンベー ンrふあい広場  大分県赤十字血液センター   県民  若年脈中心に職血の警乗活脈行った。朗l頭、由専多くの梱店を出噂センター主催 店した 

れj  ．  

H2（〉．1．18   はたちの献血車ャンベ⊥ン街頂 広  大分市成人式会場   
報  

新成人  成人式会欄で、新成人に献血のPRを行った。  血液センタ丁主催  

H2陀1   献血功労団体知事感綿状贈呈  
式 受賞団体  欺血功労団体に知事感謝状を触iした。  1b体  

H20．2．21   大分県献血推並協は会  トキハ童館   幸員  今年度血液事業案穫の報告と来年度の欺血目標専について協擁した。  

H20．2．8  別府市  
り20．乙川  
H20．乙28  血液釧使声道虚化説明会’‾   宇佐市 竹田市  医療機関  血液製剤の連正使用について医療職贋に説明会を開催した。  150の匿■機関が鯵加   

H20．3．17  豊後高田市  
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毎月第2水曜日  成分献血推進強化事業  地元新聞に掲載   県民   毎月、新聞紙上に敲血の情報及び成分献血に協力のあった企♯名等を掲載し、   血液センター共催  
献血協力啓発を行う  

宮崎県  
宮崎県赤十字  
血液センター  

H19．7．柑、H19．7．23  献血推進り－ダー書成事業  県内保健所2ケ所   企業、団体の献血推進リーダー  各企業や眉欄に献血推進リーダーを設置して、研修会を開催し、′企暮や風体の 組織的献血を促進する  血液センター共催  

・県政テレビ書絹  
宮崎県   H柑6月から7月  「愛の血液助け合い運動jラジ オ・テレビ等広報活動   「おしえてみやざき」 ・公報みやざき  県民   「愛の血液助け合い運動」の周知と駄血推鷹の啓発を行う。  

・地元新聞に掲載「元気のススメ」  

小学生とその保護者が、粧血の必要性、1要性及び血液に関する正しい却隋を  
宮崎県赤十字  血液センター   王休み親子献血教室   宮崎れ赤十字血液センター   小学生とその保護者  学ぶことによって、書虎や小学校での献血への理解を深め、献血思想の書及瞥  

先に寄与する。   

官増県  
宮崎県赤十字  みやざき愛の献血運動推進式   JAアズムホール   受賞団体   献血に功労のあった団体の大臣喪彰及び感謝状、県知事感謝状、日本赤十字 のびi 
血液センター   金  社有功暮及び宮嶋県支部よ感謝状伝遽及贈を行う． 

宮崎県竿生献  
血推進協は会  クリスマス献血キャンペーン  
献血ルーム高校  若年膚を中心に幅広い年代   献血者が減少しがちな冬期において安全凝血液製剤を安定的に確保するため、 生ンテアがクリスマス敷血協力街頭で呼びかける イベント   
生木◆ランティアサーク  献血ルーム「たちばな」  寧ボラィ中を。   

ル   

H2（），1．4■－H20．之．21  はたちの献血キャンペーン コマーシャルスポット放送  地元テレビ（2社）でC日放映   県民   
地元出身2人組歌手「Spirkj及び知事出漬による、若年層を対tとした畝血推進  
のテレビCMを制作し、放映する。 

宮崎県  

H20．1．10、H20．1．18  rはたちの献血」ラジオ・テレビ 専広報活動  地元テレビ番場 「アッパレ仁Mむ■Z抽J rママ感情鞘PAKUPA 県民   「はたちの献血」の周知と粧血推進の啓琴を行う。  
KU」  

北・  
日本赤十字社  
宮崎県支部  はたちの献血キャンペーンイベ ント  県内主要ショッピングセンター  若年層を中心に幅広い年代   地元出身2人繊歌手「Spi祀」をゲストに迎え、ミニコンサニトを行い、はたちの献血 でかけ 
宮崎県赤十字  

協力を店内呼びる。   

血液センター   

H20、之．9－11  バレンタイン献血キャンペーン ベント  献血ルーム「たちばな」   
イ  若年層を中心に幅広い年代 学生ボランティアが／ルンタインデーに厭血協力を街頭で呼びかける。   血液センター主催  

宮崎県赤十字  
血液センター  

H20．3．27   新献血ルーム「カリーノ」OPEN  献血ルーム「かノーノ」   県民   開所式典の前後で地元出身2人組歌手rspレjtJをゲストに迎え、ミニコンサート及  
イベント  び献血協力を呼びかける。  
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平成19年4月18日  第28回ハート献血   枕坤市内5会増で献血   ⊥般県民   （牡）枕峰書年会繊所が主体となって．枕崎市内5ケ所の献血会■において．市  
民に歓血協力を呼びかけ．散血を実施した，   献血書の確保  

平成19年7月7日  r愛の血液助け合い運動」街Ⅷ  鹿児島市天文館周辺   一般県民 かごしま親書大便．畢生．ボランティア団体など約60人が♯加して．通行人に対  血液センター共催  
キャンペーン  し．ティッシュやり⊥フレツトを配り．献血への協力を呼びかけた。   帆血書の確保  

平成19年7月28日  鹿児島県建設業千年部会「暮  鹿児島中央駅   一般県民   鹿児島県連放棄十年部会が全盛建設t年の日である7月28日に．市民に献血  血液センター主催  
の献血キャンペーン」  協力を呼びかけるとともに．集団献血を実施した。   献血書の確保  

平成19年8月3日  献血おもしろゼミナール  虎児■県赤十字血液センター・  小学生（纂学年）及び保旺書   
将来の献血者確保のため．小学生（右筆年）に対し，獣血の1葦性や血液セン  血液センター主催  
ターの役割lこついて理解を深めてもらうことを邑的に，施設1事専を行った。  献血曹の確保  

平成19年8月8日  
－9日   

指宿市内24会場七献血   一般県民 指宿市内の24事業所において．♯血協力を呼びかけ，献血を実施した。■  血液センター主催 れ血書の確保  

平成19年8月20－  琴4回九州フロック学生欺血推  サンエール鷹児■   学生を中心に一般県民   各県の学生献血椎準協縫iの代隷書が集まり．学生Ⅶでの什鴨交換，交流を行  血液センタ丁主催 
288   進サミットin 鹿児島  若年欄に対する献血思想の書及啓発及び若年廿の          い．各県における献血推進リーダーの▼成と献血運勤への参加を促した。  欺血書の確保  

鹿児島県  

僻血遵勤の推進に積極的に協力し，他の樺範となる功績を示した事暮所．事故 
平成19年8月24日  平成19年度献血功労書最彰 式  県庁   献血功労団体・個人   その他の団体及び鱒人lこ対し．厚生労働大臣豪彰状及び感榊状の伝道並びに  

鹿児島県知事感謝状の贈呈を行った．   

平成柑年12月2b  全国攣塵クリスマス献血キヤン  鹿児▲中央駅   一般県民   各犠の血液不足を補し、．老＃膚へ敲血に対する理解・協力を促すとともに活勤の  垂加ンタ一重催  
日   ベーン2て〉07  姶良サティ  愴を瓜ナることを訃的に献血協力をよぴかけるキャンペーンを実施した。  献血薯の確儒  

平成20年1月2日  初詣嘘血 鹿児■市照国神社   ｛般県民  年末年始l羊おける．血液の安定的積保のため，初詣参拝者に対し献血協力を呼  血液センタ⊥主催  
～8日  ぴかけ．献血を実施した。   献血書の確保  

平成20年1月1∈I日  rはたちの献血」キャンペーン  虎児1市天文館周辺   」般県民   新たに成人式を迎える「はたち」の著書を中心として広く■長に職血協力を呼び  
かけ．献血を実施した。   献血者の確偏 

平成20年2月9日  策18回鹿児島輸血医療疲括  かごし手県民交餞センター   輸血医療関係者   輸血医療のあり方についての講漬や事例集豪専を通じて．血液製剤の適正使用ニー  血液センター主催  
会  を図った。   血液製剤の辻正使用  

平成20年2月10日  バレンタイン献血   鹿児島市オブシアmi8urni   一般県民   鹿児暮県羊生敲血推進協縫会が自主的に企画し．若年欄庵中心に広く県民に欺  
血協力を呼びかけ．敵血を集施した。   欺血書の確保   
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愛の血液助け合い運動街頭 ンペ 血液センター共催  
H19．7．12  キャーン   県民   広く県民に駄血への理解と協力を求めるため。  全開一斉に行われるキャンペーンの盛り上がりと周知  

を回る。  

厚生労働大臣、県知事表彰、  
H柑．7，30  日赤支部長及び県血液セン  受井田体及び個人   

クー所長表彰の伝達式   愛の血液助け合い連取の一環として、厚労大臣衰セ及び県知事曇影響の伝達 式を行う。  血液センター共催 全四一斉に行われるキャンペーンの盛り上がりと周知 をる 
甲。  

沖縄県・日赤  

Hl∈〉，7，25・〉26  市町村献血キャラバンの実施  沖縄県木慮（北部地区）   県民   愛の血液助け合い運動の一環として、献血キャラ′くン隊を縞成し、市町村へ知事 メッセージの伝遺を行い 
、県民への献血思想の瞥及を周る。   を図る。  

新たに成人式を迎える「はたち」の若者を中心として広く県民冬用lこ≠血に関する  
H20．1．8   はたちの献血街頸キヤンベー ン  県内   県民（若年層を中心）  理解と協力を求めるとともに、特に成分献血、400nrL欺血の継続的な推進を図  

るため。   を図る。   

H20．1．14   成人式での知事メッセージ伝速  県内成人式会場   二十せの成人   「はたちの献血」の一環として、新たに成人式を迎える若者へ成人式会場におい  
て、知事メッセージを送る   求める占  

沖縄県  

献血思想書及のためのテレビ   県内   血液センター共催  
H20，1，5、6  番地放映  県民   県の広報書租で、献血書及手織を作製し、放映（15分）  もっとも有効な広報媒体を活用し、献血への理解を求  

める。   

血液センター主催  
H20，2．14   血液センター1日所畏   県内（献血ルーム前）   県民（若年層を中心）   ニ十鰻の学生が1日献血所長に就任し、献血のPR活動を行う。  全国一斉に行われるキャンペーンの盛り上がりと周知  

沖縄県一日赤  
を図る。  

H19．9・－H20，3  l州■・・エ   県内の高等学校   高校生   将来申献血制度を支えていく高校生の僻血に対する知職を深めていくとともに、  血液センター共催  

ポラ即を胃的とするd（協力校牒）  
将来の血液製剤の安定供給を確保していくた申。   
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